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【SEプラス】「栃木 SC選手陣が AIを使って作成した PKゲームを 
体験できるブース出展決定」 

 
 

 当社グループ子会社である株式会社 SEプラス(本社：東京都千代田区 代表取締役 村田 斉)

は、オフィシャルパートナーとして DX⽀援を⾏う株式会社栃⽊サッカークラブ（本社：栃⽊県

宇都宮市、代表取締役社⻑：橋本⼤輔）に向け、AIを活用したサッカーゲーム制作の体験講座

を実施いたしました。体験講座で選手が制作したゲームを、７月９日（日）ベガルタ仙台戦(カ

ンセキスタジアム)の際に当社ブースに展示し、誰でも無料で遊んでいただけるようにいたしま

す。 

  
詳細につきましては、添付しました同社プレスリリースをご参照ください。 

 

 

 

◆本件に対するお問い合わせ 

株式会社 SEプラス e&TS Div. 広報担当：寺井（てらい） 

お問い合わせ先： https://www.seplus.jp/#contact 

  

◆IR に関するお問い合わせ 

SE ホールディングス・アンド・インキュベーションズ株式会社 

経営企画部経営企画課 

TEL  03-5362-3700 

お問い合わせ – SE Holdings and Incubations Group (sehi.co.jp) 

 

 

以 上 

 

https://www.seplus.jp/#contact
http://www.sehi.co.jp/contact/
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株式会社 SEプラス 

 
「栃木 SC選手陣が AIを使って作成した PKゲームを体験できるブース出展決定」 
～大人も子供もゴールキーパーに大変身。栃木 SCを通して ITに触れる～ 

 
IT人材教育会社である株式会社 SEプラス（所在地：東京都千代田区、代表取締役：村田 斉、以下当
社）は、オフィシャルパートナーとして DX⽀援を⾏う株式会社栃木サッカークラブ（本社：栃木県宇都
宮市、代表取締役社⻑：橋本大輔、以下「栃木SC」）に向け、AIを活用したサッカーゲーム制作の体験講
座を実施いたしました。体験講座で選手が制作したゲームを、７月９日（日）ベガルタ仙台戦(カンセキス
タジアム)の際に当社ブースに展示し、誰でも無料で遊んでいただけるようにいたします。 

 
 
開催の背景 
 昨今、ChatGPTをはじめとした生成 AIの登場により、エンジニア以外の消費者でも AIを活用するスキルが
少しずつ求められるようになってきました。AIを活用するためには、AIに対して適切な命令を行う必要がある
ため、普段プログラミングを行っていない消費者は、まずコンピュータへの命令に慣れていくことが大切で
す。 
 当社では 2021年より、栃木 SCのオフィシャルパートナーとして、クラブスタッフの ITスキル強化及び、
所属選手の ITリテラシー向上に向けた支援を行っております。この教育支援の一環として、所属選手に対し
AI機能を搭載したサッカーゲームのプログラミング体験講座を先日実施いたしました。 
 その際に、選手が作成したサッカーゲームをサポーターの方にも体験していただきたいと考え、7月 9日の
試合時にゲーム体験ブースを出展することにいたしました。サポーターの皆様に選手が作成したゲームを体験
していただくことで、栃木 SCを通じて AIやプログラミングなど ITへの興味を持っていただくことが狙いで
す。 
 
 



ブース概要 
■ブーステーマ 
【ゲーム体験】ゴールキーパーになって、シュートを止めよう！ 
 
■開催日時 
2023年 7月 9日（日） 14：30～18：00 
 
■場所 
カンセキスタジアムとちぎ SEプラス ブース (アプローチデッキ) 
 
■ゲーム制作選手 
栃木 SC 矢野 貴章選手、森 俊貴選手、⼩野寺 健也選手 
 
■ゲーム概要 
①プレーヤーがゴールキーパーになりきって、PK戦でシュートを止めるゲームです。 
②プレーヤーは「左右に動く」「止まる」の動きができ、モニターの前で体を傾けて操作します。 

 
 
 
 
 
 

③画面下から 5本のシュートが順番に飛んできます。ボールがキーパーの体に当たればセーブ成功、体に
当たらずにゴールしてしまうとセーブ失敗です。 
 
■ゲーム制作時のポイント 
・AI（Teachable Machine使用） 
選手が体の動きを AIに学習させ、誰がプレイしてもゲーム上のキーパーが動くようにしました。 
・プログラミング（Scratch使用） 
選手がボールの軌道や、シュートを止められたときに音が出るなどのアレンジを行いました。 
 
■特典 
3本以上（⼩学生以下は 2本以上）のセーブ成功で、矢野 貴章選手、森 俊貴選手、⼩野寺 健也選手の 
サイン入りフラッグをプレゼントいたします 
※数に限りがございます 
 
■参加条件 
YouTube「SEプラス IT教育チャンネル」のチャンネル登録をしていただくこと 
※⼩学生以下のお子様は保護者の方のチャンネル登録で参加可能 
 
■YouTube動画公開中 
制作時の様子を、以下 YouTubeにて公開しております 
SEプラス IT教育チャンネル▼ 
https://youtu.be/vUAb5hXgAfY 
 

https://youtu.be/vUAb5hXgAfY
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